
武豊町 企業版ふるさと納税 型地域活性化補助事業 採択プロジェクト

ご寄附の活用先

・地域への企業 PR：町 HPでの公表に加え、施設整備やイベント時への協賛企業名の表示。
・福利厚生・食育 ： 寄附企業の社員・ご家族を対象とした農業体験等のイベントの実施。
・新規事業開発 ：トクイテンによる、アグリテック・農業分野への事業開発アドバイス。

武豊町オーガニックビレッジ推進プロジェクト
地域ファンドを使った食の課題解決プロジェクト

御社の寄附後を活かし続ける新しい仕組みに関わりませんか。

寄附の相談・
受付はこちら

・遊休農地の再生 ： 武豊町の遊休農地（約 46.5ha / 全体の約9% ） を活用し、有機耕作面積を拡大。
・計画達成への牽引 ： 2029年の協議会目標「有機 30ha 」に 向け、初年度により規模拡大に向け開始。

・自走型モデルの確立 ： 寄附を原資に「地域ファン
ド」を新設します。資金の運用と農業支援を一体で
運営します。
・永続的な再投資 ：運用益を地域に分配・再投資
し 、 寄附期間終了後も経済が回り続ける仕組みを構
築します。

２．有機農業推進と農地再生

３．地産外商・地産地消の循環
・地産外商（町外 PR） ：独自のネットワークで町外へ販路を開拓し、武豊ブランドの価値を向上。
・地産地消（地域還元） ：学校給食への導入や収穫祭などの食育イベントを通じて、町内消費を促進。

１．「地域ファンド」による経済の自走化

【栽培・地域ネットワーク】
知多の恵みグループ

武豊町・美浜町の中核となる有機生産者グループ。
「オーガニックビレッジ宣言」の現場を支える
高品質な栽培ノウハウと、地域密着の強固なネッ
トワークを持つ。

【AI・ロボット・DX基盤】
株式会社トクイテン

知多発のアグリテックスタートアップ。
世界でも最先端の「有機ミニトマト収穫ロボッ
ト」の技術を保有。2026年には2ha規模の農地
集約を成功させた実績を持つ。

※その他、町による広報方法や事業提案など、ご希望に応じたカスタマイズが可能です。
ご希望を是非お聞かせください。

・経済の自走化 ： 寄附を原資に新会社を設立。
地域ファンドと資産運用を組み合わせ 、 寄附終了後も永続的に経済が回る仕組みを確立します。

・農地再生と有機推進 ：武豊町の遊休農地（約 46.5ha ）を活用。
2029年の協議会目標「有機作付 30ha 」に向け、初年度より規模拡大を牽引します。

・地産地消・外商の循環 ：生産された有機農産物を、町外への PR（高付加価値化）と、
町内給食・イベント（地産地消）の両面から普及します。

本プロジェクトの狙い

ご寄附いただいた場合の企業側のメリット
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